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これまでの取組み

○　２４年度は、学力向上システム構築事業を立ちあげ、各学校における検証改善サイクルの更なる強化や教師個々の授
業力の向上を図った。
○　２５年度は、２４年度に策定した「学力向上５か年計画」に基づき、小中学校に設置した学力向上推進主任の資質向上
や県独自の学力調査の実施により、各学校における組織的な学力向上の取組を支援するとともに、読み物教材の作成によ
り、児童生徒の読解力を高めるための取組を進めた。
○　２６年度は、市町教育委員会のＰＤＣＡサイクルの充実を図るため、全市町に設置された学校の教育力向上推進委員会
をサポートした。また、基礎的な学力の確実な定着と活用する力の育成を目指した学習プリントや、読む力や書く力を伸ば
すための、長文を読んで考えたことを書く問題を開発するとともに、家庭学習の更なる充実を図るリーフレットを作成し、各学
校に提供した。

課長義務教育課 評価責任者担当部局名
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吉田　慎吾教育委員会 指導部

　学力向上戦略会議策定の「愛媛県学力向上５か年計画」に基づき、組織的・計画的な学力向上システムを構
築し、県内各小中学校の学力に関する検証改善サイクルを強化することにより、児童生徒の確かな学力の一層
の向上を図る。

全国学力・学習状況調査の生徒質問紙調査
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今 後 予 測 さ れ る
環 境 変 化

　平成２６年１１月に、文部科学大臣から中央教育審議会に諮問された「初等中等教育における教育課程の基準
等の在り方について」を受け、平成２８年度に中教審答申が出され、小学校は平成３２年度から、中学校は平成３
３年度に、新しい学習指導要領が全面実施される予定である。諮問の中で、文部科学省から示されている「アク
ティブ・ラーニング」など新しい方針について理解を深め、スムーズな移行ができるよう準備を進めていく必要があ
る。

順調・向上

　全国学力・学習状況調査を対象として、授業の理解度の目標を小学校88％に設定し、一人でも多くの児童が意欲をもっ
て学習に取り組み、授業内容を理解できたと実感できるよう一層の指導改善に取り組み、確かな学力の定着向上を図る。
　各学校において、学習したことを応用する力を育てる授業改善が浸透してきた反面、基礎的・基本的な内容の定着を図
る指導とのバランスに課題が見られ、平成25、26年度と若干下降している。
　全国や県の学力調査では、問題に粘り強く取り組むなど授業改善の成果が出ており、今後、漢字や語句、計算などの基
礎的・基本的な学習内容の定着や自ら学習する態度を育てる指導の充実を図ることで、ある程度の向上が可能である。
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　全国学力・学習状況調査を対象として、授業の理解度の目標を中学校72％に設定し、組織的な指導改善に取り組み、
確かな学力の定着向上を図る。
　各学校では、全国や県の学力調査などの結果分析を基に学力向上推進計画を立て、組織的な授業改善に取り組んで
おり、平成25、26年度と少しずつ向上が見られる。
　今後、生徒個々の実態に応じて基礎的・基本的な学習内容の定着を図る指導を充実するとともに、学校間の連携や家
庭・地域との連携の強化により、自ら学習する態度を育てることで、ある程度の向上が可能である。

施 策 の 評 価
　学習指導要領の内容を確実に理解させ、児童生徒の確かな学力の定着や向上を図るためには、国・県・
市町がそれぞれの役割を果たし、連携していく必要がある。
　県は、県内の学習の実現状況を把握し、課題等を明らかにすることにより、確かな学力の定着向上に向け
具体的な指導改善の方向性を示すことが大切である。
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　平成26年の全国学力・学習状況調査において、平成24年度に課題とされていた国語の読む
力が伸び、改善してきている。その一方で、国語、算数・数学とも、「活用」に比べると「知識」が
低くなっており、基礎的な学力の定着に課題が見られた。また、学校外で自主的に学習する習
慣の定着にも課題が見られた。
　基礎的な学力の確実な定着と活用する力の育成を目指して、平成26年度に県教委が作成し
た国語、算数・数学、理科のドリルの効果的な活用例を各種研修会で紹介し一層の利用促進
を図るとともに、平成25、26年度に作成した読む力や書く力を伸ばすための、長文を読んで考
えたことを書く問題に加えて、新たに算数・数学の考える力を伸ばす文章問題を作成し提供す
る。また、家庭学習の更なる充実を目指し、昨年度作成したリーフレットなどを用いて、児童生
徒が自主的に学習に取り組むための計画の立て方や進め方について、各学校へ指導・助言す
る。
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事業名

教科書採択事業費

授業のエキスパート養成事業費

学力向上システム構築事業費

高校生キャリア形成事業費

高校生おもしろ科学コンテスト事
業費

高等学校教育研究推進費

ＩＣＴ教育推進事業費

えひめ学力向上チャレンジハイス
クール事業費

1,772

1,615

1,113

高等学校等入学者選抜費

高等学校教育課程等研修費

科学の甲子園ジュニア県代表選
考事業費

高校生英語活用力向上事業費

1,100

7,525

グローバル人材育成推進事業費

進路指導スキルアップ事業費


